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五十嵐川改修により住宅着工件数が増加

○平成16年7月の豪雨により、新潟県三条市では7,500戸以上の家屋が浸水
○引堤や河道掘削等を緊急的に実施し、治水安全度が大幅に向上

○その結果、被災した地域は周辺地区と比較して多くの住宅が建設され、大きな経済効果

H16.7

134戸

H23.7

平成16年7月豪雨による浸水状況

五十嵐川
破堤状況

三条市街地の浸水状況

月岡地区等では住宅工事費が約131億円にのぼるなど地域の発展に寄与

破堤箇所

五十嵐川

ＪＲ三条駅

（平成17年8月）
引堤
＋

河道掘削

災害対応により、平成23年の豪雨では、平成16年の豪雨と比較して1.6倍
の降雨量だったにもかかわらず、五十嵐川流域の浸水戸数が約98％減

H16.7 H23.7

7,581戸

98%減

647mm

1,006mm
1.6倍

累計雨量 浸水戸数

（平成22年12月）

常盤橋

＜新たに建設された住宅＞

（常磐橋付近）

※H16年度の旧三条市全域、月岡・曲渕・諏訪・東新保地域の件数を「100」として比較
＜住宅の年度・地域別確認申請受付指数※＞

H16.7豪雨 浸水エリア
月岡・曲渕・諏訪・東新保地区

曲渕地区宅地0
20
40
60
80

100
120
140
160

H16 H18 H20 H26H24H22

H21築堤完成H16事業着手

H16.7災害発生
旧三条市

月岡・曲渕・諏訪・東新保

水害復旧以降も特に月岡地区等
では住宅着工件数が大災害復旧により着工件数が大
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日吉ダム

宇治川

木津川

桂川

淀川

久我橋

室生ダム

瀬田川洗堰

高山ダム

布目ダム

日吉ダム

天ヶ瀬ダム

青蓮寺ダム

比
奈
知
ダ
ム

淀川上流ダム群
における洪水調節状況

渡月橋

桂川

9月16日午前9時頃 渡月橋橋面を洪水が乗り越えている状況

淀川水系桂川 出水状況
（京都市嵐山地区）

渡月橋

治水事業の効果（淀川上流ダム群の洪水調節による効果）

○平成25年台風18号の豪雨により、淀川水系では大規模な出水が発生し、桂川下流
の京都市伏見区で、洪水が堤防を乗り越え、いつ堤防が決壊してもおかしくない状況

○日吉ダム、天ヶ瀬ダム等の淀川上流ダム群による最大限の洪水調節により、水位
を数十cm低減させるとともに、水防活動により、ギリギリで堤防決壊を回避

○もし、堤防が決壊していれば、少なくとも約1.2兆円の被害が発生

洪水により嵐山で浸水被害が発生

※想定浸水範囲：日吉ダムがなく堤防が決壊した場合

洪水が堤防を乗り越える
非常に危険な状況

市街地へ流れ込む洪水の状況

桂川

鴨川

想定浸水範囲



砂防事業の効果（広島県 砂防堰堤による効果）

○H26年8月の豪雨により、広島市安佐南区等では土石流による甚大な被害が発生
○同一地域内において既に施設整備が完了していた渓流においては、砂防堰堤が
土石流を完全に止め、下流３２戸への被害を防止

大町7号砂防堰堤
H=9.0m，L=32.0m

土石流発生前（H26.7.22）

土石流発生後（H26.8.20）

発災後の上空写真

あさみなみく やぎ

広島市安佐南区八木3丁目

あさみなみく おおまち

広島市安佐南区大町

凡例

流域

土石流危険区域

砂防堰堤

大町地区

緑井・八木地区

位置図

32戸の人家、80世帯の
共同住宅等の被害を防止
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新宇治川放水路完成後に大型商業施設がオープン

○宇治川排水機場や新宇治川放水路等の整備により、治水安全度が向上し宇治川流域内の宅地化が進展
（宅地面積は昭和39年の17haから平成24年には50haとなり約3倍）
○新宇治川放水路完成(H19)直後から大型商業施設がオープン
○平成26年8月台風12号の豪雨は、昭和50年台風5号と比べて雨量は1.7倍であったにもかかわらず、浸水
家屋は約9割減（2,724戸→ 256戸）

早稲川

新宇治川放水路

仁淀川
宇治川
排水機場

翌日に大型商業施設（サニーアクシス いの店）が新規オープン

H19.2.25

H22.4

既存施設（レストパークいの）がリニューアルオープン

新宇治川放水路トンネル完成（H19.2.24）

平成26年には台風12号だけでなく11号でも被害が発生。地域のさらなる発展のため緊急対策に着手

仁淀川

位置図

高知県

愛媛県
徳島県

香川県
位置図

S60.8

256戸

H26.8

2,721戸

9割減

450mm
751mm

1.7倍
累計雨量

浸水戸数

S60.8 H26.8

大型商業施設（サニーアクシス いの店）

大型商業施設(レストパークいの他)

商業施設（サンシャインラヴィーナ）

四電エンジニアリング高知支店

宅地化

国道

国道

早稲川

仁淀川

S39

S50.8台風5号浸水状況

国道33号



トマトの村を支える日下川放水路

○日下川放水路完成（S57.2）により治水安全度が向上、農地の高度利用（ハウス園芸）への転換
が進みシュガートマトの一大生産地に発展。
○シュガートマトを素材とした「オムライス街道」や産直品を扱う「村の駅ひだか」も大盛況。
（直近１年でオムライスの売り上げは約5万食、村の駅は約19万人の来場者を記録。）
○消費者の要望を受けトマトハウスの増設計画が進行中、更なる発展に期待。

仁淀川

位置図

高知県

愛媛県
徳島県

香川県
位置図

仁淀川

日高村

日下川放水路完成

（S57.2）

シュガートマト

村長提案の「オムライス街道｣

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

H10 H12 H14 H16 H18 H20 H22 H24

大玉トマト

シュガートマト

シュガートマト増

（Kg）

H16.10台風23号により
生産量が激減

トマト全体の生産量増

平成26年には台風12号だけでなく11号でも被害が発生。地域のさらなる発展のため緊急対策に着手

累加雨量

640mm 736mm

S50.8
台風5号

H26.8
台風12号

780戸 159戸

S50.8
台風5号

H26.8
台風12号

浸水戸数

1.2倍

8割減

凡例：

既設トマトハウス

H28年度以降ハウス増設計画箇所
昭和50年8月台風5号の浸水区域

昭和50年8月台風5号の浸水区域
にトマトハウス団地が次々と増設

「村の駅ひだか」は益々盛況

昭和50年8月台風5号の被害状況
（日高村役場前）

昭和50年８月の台風５号で大きな被害

日下川放水路完成後、トマトの一大生産地に！

トマトを活かした「村おこし」も益々盛んに！

｢こじゃんとうまい｣トマトの生産は増加中！

「こじゃんとうまい」トマトの
一大生産地に！ トマトの生産量は増加中！

くさかがわ
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